

















































　1 章では、原作Howl's Moving Castle と、映画『ハ
ウルの動く城』のストーリーを比較した。『ハウルの
動く城』では、大きく5 つの変更点があった。
　2 章では、主な人物の性格を分析した。『ハウルの
動く城』のソフィーは自分の容姿に自信を持っておら
ず、自己否定的で消極的である。ハウルの性格を分
析すると、『ハウルの動く城』のハウルは、そっけなく、
人にあまり興味がない様子が描かれていた。
　3 章では、今までの宮崎作品のテーマについて考
え、それをもとに、『ハウルの動く城』のテーマにつ
いて考察した。
　その結果、『ハウルの動く城』は、心に何かを抱え
ていたハウルとソフィーが、愛することを知り、成長
して幸せになるという、恋愛物語だということが分か
った。「心がない」ハウルは、ソフィーを愛し、ソフ
ィーのために、逃げずに立ち向かい、精神的な成長
を遂げた。同時に、自分に自信が持てないソフィーは、
ハウルへの愛を自覚したことで、自分に自信を持つ
勇気を出し、呪いを解いた。１章で明らかになった
変更点は、相手を思いやる気持ちをつくるプロセス
に、役立っていることがわかった。
　また、追加された戦争描写については、宮崎が今
までの作品で「戦争」をテーマにした作品が多いこ
とと、宮崎自身が「戦火の恋をかきたかった」と言っ
ていることから、「戦争」は、ハウルとソフィーの恋
愛物語を盛り上げる背景であり、あくまでも、社会
に向けたサブプロットとしてのメッセージだと言える。
これらのことから、『ハウルの動く城』のテーマは、
「愛」であると、結論付けた。
　今回の論文では、原作と映画の比較分析が、十
分にできなかったため、その点は今後の課題とした
い。
（小山　侑起　人間文化学科卒業生）
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